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プロセス   復興の想定阻害要因   PM手法による解決  







































終結   成果物が不明確   完了基準  
  
表-1	 災害復興の阻害要因とPM手法 
項目 事前作業 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時
移動する仮設住宅の特定・確認
仮設住宅の電気、水道、ガス等の
インフラ確認
電気調理器の調達(ガスない場合)
運送経路の確認
運送業者の手配
移送する荷物の整理
荷物のトラックへの積込み
仮設住宅への移動
仮設住宅への荷降ろし
仮設住宅での荷物の配置・調整
電気、水道等インフラの確認
完了基準の確認 　　△
図-2	 仮説住宅への移動の作業計画(WBS)	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気・水道等の可能なインフラを使って，仮設住宅で生活
が開始出来ることとする． 
 
６．おわりに	 
 
	 これまでの考察をまとめると以下4点となる. 
１．災害復興対策の一連の作業をいくつかの個別プロ
ジェクトの集合体と見なすことができる． 
２．各対策項目を個別のプロジェクトと見なし，PM手
法を適用することで災害復興が効率良く，確実に進
めることができる． 
３．実際のプロジェクトの遂行は，復興の時間軸に沿っ
て，プロジェクトを立上げ，計画し，実行し，監視
しながら終結に導いていく．そこでは，9つのマネジ
メント要素を駆使し，いろいろなPM手法を活用する
ためにはプロジェクト経験が豊かなリーダーやプロ
ジェクトマネジャーが必要である． 
４．復興のプロジェクトは定常的業務ではない.独自な
ところはどこか，それを処理するにはどんな対応が
必要なのか，また実行する上でのリスク対応も視野
に入れて進めることが重要である． 
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